
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 

Ａ環境面 

・活動での様子を見ていないのでわからない。 

・職員の入れ替わりがあり、現在の職員配置が 

伝わっていない 

 

Ｂ利用者への支援内容 

・こどもが楽しみにしている 

・いろいろな体験ができてよい 

・平日にも外出を実施してほしい 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・もう少し保護者会があるとよい 

・LINE でのやりとりスムーズでよい 

・配布物の取り違いから、個人情報の管理に不安を

感じる 

 

Ｄ非常対応 

・非常時の対応について詳しくはわからないとう声

が多い 

 

 

【共通点】 

 プログラムの多様性に魅力を感じている。 

 LINE での報告、子どもに見られる心配がないので安心 

 配布物の取り扱いに注意が必要 

 

【相違点】 

 平日に外出がなく、プログラムに偏りがあると言う声があった 

 

Ａ環境面 

・近隣で買い物学習に使える施設が多い 

・風通しがいいので空気がこもらない 

 

Ｂ児童への支援内容 

・毎日のプログラムに新鮮味がなくならないように

工夫 

・調理、PC スキルなど、自立に向けたプログラムを

行えている 

・特別プログラムで様々な余暇活動を提案している 

 

Ｃ関係機関との連携 

・児発管が地域連絡会に参加 

・新入社員向けの外部研修に参加できた 

・他機関との連携が不足している 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・連絡・広報用の LINE アカウントを使用 

・配布物の取り扱いに注意が必要 

・様子を伝えるツールを連絡帳から LINE に切り替

える旨を説明していなかった 

・LINE に切り替えたことで日々の様子を詳細に伝

えることが出来るようになった 

 

Ｅ非常対応 

・様々な場面を想定して、火災、地震、不審者訓練

を定期的に行っている 

・保護者への発信方法に工夫が必要 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場 JUMP）        2022 年 3 月現在       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 JUMP 

担当者   下竹 泰平    

 

 

 

① について 

同一家庭であっても、兄弟の配布物を一つにまとめることなく、個人個人に配布するようにし

て、一日で配布する総数を減らすことで取り間違えをなくしていく 

 

② について 

放課後には難しいが、学校休業日であれば平日にも外出を実施できるので、土曜日と同じ様に

話し合いの場を設け外出を実施していく 

 

③ について 

職員紹介の更新頻度を高め、随時お知らせしていく 

 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 昨年から引き続き楽しく通ってくれていることがわかった。今後も楽しく通ってもらえるようにプログラ

ムや自由時間中の活動を提供していく。平日にも外出をしたいと言う声があったので、コロナ禍ではある

が、様子を見て実施していきたい。職員配置の周知が不足している。安心して利用していただくためにも上

位の改善策を実施していく。今後も、児童や保護者にとって良い対応を考え実施していき、それに対する声

を集めていき喜善していくことで、よりよい療育を提供していきたい 

 

 

・プログラムの多様さ 

・ソーシャルスキル・ライフスキルの向上を期待 

・こどもとの話し合い・コミュニケーションが密 

・家庭への連絡の速さ 

・学校その他の連携 

 

 

① 配布物の取り扱い方法 

② 平日プログラムの幅を広げる 

③ 職員配置の周知 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 


